
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

江
戸
時
代
に
樺
太
で
亡
く
な
っ
た
人
々

―
「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」
の
検
討
―

関

根

達

人

は
じ
め
に

平
成
二
二
年
度
か
ら
四
ヶ
年
計
画
で
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
に

よ
る
基
盤
研
究
（
Ａ
）
「
中
近
世
北
方
交
易
と
蝦
夷
地
の
内
国
化
に
関
す
る
研
究
」

（
課
題
番
号

:
2
2
2
4
2
0
2
4

）
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
の
第
一
の
目
的
は
、
中

世
・
近
世
の
多
様
な
考
古
資
料
と
文
献
史
料
の
両
方
か
ら
、
海
峡
を
越
え
た
ヒ
ト
と

モ
ノ
の
移
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
歴
史
上
「
蝦
夷
地
」
と
呼
ば
れ
た
北
海
道
・

サ
ハ
リ
ン
・
千
島
地
域
へ
和
人
が
い
つ
、
い
か
な
る
形
で
進
出
し
て
い
っ
た
か
を
解

明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
第
二
の
研
究
目
的
は
、
「
蝦
夷
地
」
が
政
治
的
・
経
済
的
に

内
国
化
さ
れ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
詳
ら
か
に
し
、
そ
う
し
た
和
人
や
日
本
製
品
の
蝦

夷
地
進
出
が
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
形
成
と
変
容
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
具

体
的
な
資
史
料
の
分
析
に
基
づ
き
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、
時
間
的
に
は
平
泉
政
権
が
崩
壊
し
た
一
二
世
紀
末
か
ら
近
代
国
家

が
成
立
し
た
一
九
世
紀
ま
で
、
空
間
的
に
は
北
海
道
・
サ
ハ
リ
ン
・
千
島
が
対
象
と

な
る
。
和
人
の
北
方
進
出
に
お
い
て
、
画
期
と
な
る
の
が
津
軽
海
峡
を
越
え
道
南
に

館
が
築
か
れ
た
一
五
・
一
六
世
紀
と
、
宗
谷
海
峡
を
越
え
サ
ハ
リ
ン
南
部
に
経
済

的
・
政
治
的
進
出
し
た
一
八
・
一
九
世
紀
で
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、
筆
者
が
所

属
す
る
弘
前
大
学
人
文
学
部
と
サ
ハ
リ
ン
大
学
考
古
学
・
民
族
誌
研
究
所
、
サ
ハ
リ

ン
州
立
郷
土
誌
博
物
館
が
研
究
協
力
協
定
を
結
び
、
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
日
本
の
支

配
拠
点
で
あ
っ
た
白
主
会
所
跡
の
確
認
調
査
と
サ
ハ
リ
ン
州
立
郷
土
誌
博
物
館
所
蔵

資
料
の
調
査
を
共
同
で
行
っ
て
い
る
。

北
海
道
島
へ
の
和
人
の
進
出
に
関
し
て
は
道
内
に
残
る
近
世
石
造
物
調
査
に
よ
り
、

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
旧
樺
太
時
代
の
サ
ハ
リ
ン
に
は
白
主
や
大
泊
と

い
っ
た
日
本
に
よ
る
樺
太
支
配
の
拠
点
に
近
世
墓
標
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、

(
)

サ
ハ
リ
ン
が
ロ
シ
ア
領
と
な
り
六
七
年
も
の
歳
月
が
経
過
し
、
ク
リ
リ
オ
ン
（
白

主
）
で
も
コ
ル
サ
コ
フ
（
大
泊
）
で
も
近
世
墓
標
は
全
く
確
認
で
き
な
い
。

サ
ハ
リ
ン
島
へ
の
和
人
の
進
出
に
関
す
る
直
接
的
な
証
拠
を
探
し
て
い
た
際
、
北

海
道
立
文
書
館
所
蔵
の
「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」
を
知
っ
た
。
こ
の
文

書
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
、
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
に
よ
り
樺
太
が
ロ
シ
ア
領

と
な
る
前
に
樺
太
（
北
蝦
夷
地
）
で
死
亡
し
た
日
本
人
の
名
簿
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

サ
ハ
リ
ン
島
へ
の
和
人
の
進
出
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
史
料
と
い
え
る
。
本

稿
で
は
そ
の
史
料
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
若
干
の
分
析
・
考
察
を
試
み
た
い
。
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一

史
料
の
概
要

北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
の
「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」（
所
蔵
番
号A

4

-
3
4
1

）
は
、
縦
二
五
セ
ン
チ
、
横
一
七
セ
ン
チ
、
和
綴
じ
で
、
表
紙
に
「
白
主
村
墓

所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」
の
表
題
を
有
す
る
。
本
史
料
に
は
、
表
題
と
な
っ
て
い
る

「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」
に
続
け
て
「
楠
渓
幷
各
場
所
墳
墓
之
圖
」、

「
各
場
所
墳
墓
之
圖
」
、「
明
治
八
年
調

樺
太
州
死
亡
人
員
調
」
が
綴
じ
ら
れ
て
い

る
。「

白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
死
亡
し

た
旧
幕
在
任
の
遠
藤
津
右
衛
門
か
ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
死
亡
し
た
南
部
正

津
川
村
の
柏
屋
幸
次
郎
ま
で
白
主
で
死
亡
し
た
三
六
人
の
日
本
人
を
死
亡
年
月
日
順

に
列
記
し
た
後
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
死
亡
し
た
旧
幕
定
役
出
役
の
府
馬
清

兵
衛
か
ら
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
に
死
亡
し
た
旧
幕
在
任
足
軽
の
千
葉
弓
雄
倅
吉

四
郎
ま
で
白
主
に
埋
葬
さ
れ
た
幕
府
関
係
者
七
名
を
記
し
、
続
い
て
白
主
の
墳
墓
が

一
箇
所
で
、
周
囲
に
高
さ
四
尺
、
前
幅
五
間
、
奥
行
七
間
の
土
塁
が
巡
っ
て
い
る
旨

記
載
し
、
末
尾
に
「
明
治
八
年
七
月

白
主
会
所
（
黒
印
）」
と
あ
る
。

「
楠
渓
幷
各
場
所
墳
墓
之
圖
」
に
は
、
楠
渓
墓
所
・
小
實
墓
所
・
西
冨
間
招
魂
場

の
絵
図
面
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
各
場
所
墳
墓
之
圖
」
に
は
、
楠
渓
墓
所
・
榮
濱
墓
所
・
東
白
濱
墓
所
・
静
河
墓

所
・
鵜
城
墓
所
・
東
冨
間
招
魂
所
・
禮
泊
招
魂
所
・
白
主
招
魂
所
・
西
白
濱
招
魂
所

・
楠
苗
招
魂
所
の
絵
図
面
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
明
治
八
年
調

樺
太
州
死
亡
人
員
調
」
に
は
、
縦
の
罫
線
と
中
央
に
「
開
拓
使

樺
太
」
と
印
刷
さ
れ
た
専
用
紙
が
使
わ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
に
明
治
八
年
（
一
八
七

五
）
以
前
に
樺
太
で
死
亡
し
た
人
を
、
楠
渓
・
小
實
・
オ
チ
ヨ
ホ
カ
・
東
冨
内
・
榮

濱
・
東
白
濱
・
鵜
城
・
西
冨
間
の
順
で
死
亡
地
ご
と
に
記
載
し
て
い
る
。
そ
の
数
は
、

楠
渓
一
七
八
人
（
男
一
四
六
人
・
女
三
二
人
）
、
小
實
三
五
人
（
男
二
四
人
・
女
一

一
人
）
と
水
子
二
人
、
オ
チ
ヨ
ホ
カ
男
四
人
、
東
冨
内
一
八
人
（
男
一
六
人
・
女
二

人
）
、
榮
濱
男
三
人
、
東
白
濱
六
六
人
（
男
四
七
人
・
女
一
三
人
・
子
供
六
人
）
に

加
え
て
名
前
不
明
の
者
二
五
人
、
鵜
城
三
六
人
（
男
二
五
人
・
女
一
一
人
）
、
西
冨

間
四
〇
人
（
男
三
四
人
・
女
六
人
）
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
楠
苗
招
魂
場
内
に
墓

の
あ
る
三
名
、
西
白
濱
招
魂
場
内
に
墓
の
あ
る
三
名
、
チ
ヨ
マ
ナ
イ
ボ
に
墓
の
あ
る

一
名
、
ト
マ
リ
ホ
ロ
に
墓
の
あ
る
一
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
白
主
死
亡

人
調
と
し
て
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
死
亡
し
た
公
儀
在
任
の
遠
藤
津
右
衛
門
か

ら
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
に
死
亡
し
た
渡
島
国
福
山
出
身
の
原
田
正
四
郎
ま
で
、

死
亡
年
月
日
順
に
合
計
四
二
人
（
男
三
六
人
・
女
六
人
）
、
リ
ヤ
ト
マ
リ
死
亡
人
調

と
し
て
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
死
亡
し
た
番
人
の
宮
本
弥
吉
か
ら
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
に
溺
死
し
た
四
名
ま
で
男
六
人
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

二

死
亡
者
の
分
析

「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」・
「
明
治
八
年
調

樺
太
州
死
亡
人
員
調
」

と
も
に
、
基
本
的
事
項
と
し
て
死
亡
年
月
日
、
死
亡
地
、
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、

他
に
肩
書
き
（
職
業
）
や
死
亡
し
た
際
の
年
齢
、
埋
葬
地
な
ど
の
情
報
が
み
ら
れ
る

場
合
も
あ
る
（
表

・

）。

1

2
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表 1 「白主村墓所幷死亡人取調書上」に記載のある死亡人（1）

死亡地 性 年
死亡年月日 出身地 職業 名前 備考

記載地名 樺太地名 現地名 別 齢

1811.0422 白主 白主 Kril'on 幕臣 遠藤津右衛門 男 白主在任

1822.0703 白主 白主 Kril'on 幕臣 吉田金六 男 白主在任

1825.1121 白主 白主 Kril'on 松前 番人 傳保屋藤兵衛 男

1826.0225 白主 白主 Kril'on 松前 番人 古内藤八 男

1828.0413 白主 白主 Kril'on 松前 番人 吉川重吉 男

1838 白主 白主 Kril'on 松前 松前藩足軽 津田甚六 男

1841.0310 白主 白主 Kril'on 松前 前田金五兵衛 男

1841.0310 白主 白主 Kril'on 南部佐井村 村井兼松 男

1843.0806 白主 白主 Kril'on 松前 西田平兵衛 男

松前藩士岡本
1846.0708 白主 白主 Kril'on 松前 重助 男

周右衛門家来

1852.0221 白主 白主 Kril'on 南部烏沢村 谷藤与七郎 男 閏2月21日没

1856.0516 白主 白主 Kril'on 松前 長内喜八 男

1856.0811 白主 白主 Kril'on 幕府定役出役 府馬清兵衛 男 白主に埋葬

1857.0116 白主 白主 Kril'on 南部大畑 山本平助 男

1857.0320 白主 白主 Kril'on 幕府定役 龍崎雄治郎妻 女 白主に埋葬

1857.0413 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 倉内忠右衛門妻 女 白主に埋葬

1857.0414 白主 白主 Kril'on 南部赤川村 川本五兵衛 男

1857.0419 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 倉内忠右衛門倅 男 唐一郎 白主に埋葬

1858.0428 白主 白主 Kril'on 松前 佐藤太次郎 男

1859.0323 白主 白主 Kril'on 松前 竹田松次郎 男

1859.0428 白主 白主 Kril'on 松前 幸嵜新左衛門 男

1860.0323 白主 白主 Kril'on 羽後塩越村 庄五郎 男

1861.0502 白主 白主 Kril'on 南部正津川村 柏屋幸次郎 男

1861.0524 白主 白主 Kril'on 幕臣 酒井俊之丞 男 白主在住 白主に埋葬

1862.0205 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 梶谷清七 男

1862.0210 白主 白主 Kril'on 南部田名部 正津川屋喜代松 男

1862.0408 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 鈴木民蔵 男

1862.0412 白主 白主 Kril'on 南部大畑 新宮屋清蔵 男

1862.1224 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 中野忠三郎妻 女

1863.0104 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 橋爪治郎八妻 女

1863.0210 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 中野忠三郎倅 男 忠太郎

1863.0221 白主 白主 Kril'on 南部奥戸村 小谷屋浦吉 男

1863.0224 白主 白主 Kril'on 南部佐井村 房松 男

1863.0225 白主 白主 Kril'on 南部大畑 阿部屋善助 男

1863.0317 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 中野忠平衛 男

1863.0322 白主 白主 Kril'on 幕臣 足立久三郎 男

1863.0329 白主 白主 Kril'on 幕府同心 橋爪治郎八次男 男 勝次郎

1863.04 白主 白主 Kril'on 幕府同心 橋爪治郎八 男

1863.0417 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 亀田善之助 男

1864.0323 白主 白主 Kril'on 幕府足軽 西村嘉右衛門娘 女 ツタ 白主に埋葬

1865.0301 白主 白主 Kril'on 松前 中村屋兼吉 男

1867.0305 白主 白主 Kril'on 加賀国塩谷村 孝壽丸舩中 三之助 男

1867.0317 白主 白主 Kril'on 幕府同心 山岸栄三郎 男

1867.0824 白主 白主 Kril'on 松前 原田屋正四郎 男

1868.0428 白主 白主 Kril'on 幕府魯通弁 千葉弓雄倅 男 吉四郎 白主に埋葬

1808.0429 楠渓 楠渓 Korsakov 會津 会津藩士 片岡仲蔵長久 男

会津藩士飯田
1808.0623 楠渓 楠渓 Korsakov 會津 常蔵 男

庄七僕

会津藩士多賀
1808.0628 楠渓 楠渓 Korsakov 會津 和助 男

谷左膳僕

1808.0613 楠渓 楠渓 Korsakov 會津 会津藩士 佐藤亀吉 男 閏6月13日没

1808.0629 楠渓 楠渓 Korsakov 會津 会津藩士 吉田新左衛門 男 閏6月29日没

会津藩士多賀
1808.0630 楠渓 楠渓 Korsakov 會津 新助 男

谷左膳僕

1808.0702 楠渓 楠渓 Korsakov 會津 会津藩士 南山運八郎 男

1808.0705 楠渓 楠渓 Korsakov 會津 会津藩士 合田幸助 男

1816.0107 楠渓 楠渓 Korsakov 勇右衛門 男

1816.0315 楠渓 楠渓 Korsakov 福松 男

1816.0413 楠渓 楠渓 Korsakov 前田金五兵衛 男

1822.0715 楠渓 楠渓 Korsakov 長之助 男

1823.0212 楠渓 楠渓 Korsakov 坂下重兵衛 男

1836.0607 楠渓 楠渓 Korsakov 讃岐粟島 濱谷大助 男

1856 楠渓 楠渓 Korsakov 幕府同心 小林三喜蔵妻 女

1856 楠渓 楠渓 Korsakov 幕府同心 小林三喜蔵男 男

1856.0803 楠渓 楠渓 Korsakov 幕府定役 内藤道三郎 男

1857.0419 楠渓 楠渓 Korsakov 信州十形郡下脇村 彦蔵 男

1860.0617 楠渓 楠渓 Korsakov 幕府足軽 森田関蔵 男

1860.0718 楠渓 楠渓 Korsakov 幕府足軽 森田関蔵妻 女

1863.0328 楠渓 楠渓 Korsakov 南部烏沢村 番人 吉井丑蔵 男 45

1864.0518 楠渓 楠渓 Korsakov 南部大畑 番人 池田伊八 男 23

1867.0306 楠渓 楠渓 Korsakov 南部正津川村 気仙吉助 男 46

1867.04 楠渓 楠渓 Korsakov 孝壽丸水夫 久吉 男
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表 2 「白主村墓所幷死亡人取調書上」に記載のある死亡人（2）

死亡地 性 年
死亡年月日 出身地 職業 名前 備考

記載地名 樺太地名 現地名 別 齢

1867.0407 楠渓 楠渓 Korsakov 孝壽丸水夫 又五郎 男

1867.0425 楠渓 楠渓 Korsakov 孝壽丸水夫 政吉 男

1867.0802 楠渓 楠渓 Korsakov 幕府定役 吉村傳右衛門娘 女 17 安女

1868.0118 楠渓 楠渓 Korsakov 幕府同心 石嵜栄之進男 男

1868.0217 楠渓 楠渓 Korsakov 南部川代 濱田谷作十郎 男 21

1868.0310 楠渓 楠渓 Korsakov 羽後塩越村 二木藤吉郎 男 33

1868.0408 楠渓 楠渓 Korsakov 南部北郡 奥本孫八 男 42 閏4月8日没

1868.0416 楠渓 楠渓 Korsakov 松前 鈴木八十吉 男 36

1868.0418 楠渓 楠渓 Korsakov 南部佐井村 内田谷兼三 男 24

1868.0502 楠渓 楠渓 Korsakov 南部烏沢村 澤田竹松 男 18

1860.0113 オチヨホカ 落帆 Lesnoye 南部尻屋 番人 百松 男 41

1860.0204 オチヨホカ 落帆 Lesnoye 南部小田澤 番人 金右衛門 男 36

1860.0407 オチヨホカ 落帆 Lesnoye 南部正津川村 番人 弥右衛門 男 51

1860.0916 オチヨホカ 落帆 Lesnoye 松前 番人 忠八 男 55

1860.0121 東冨内 富内 Okhotskoye 仙臺黒澤尻 番人 冨蔵 男 29

1860.0303 東冨内 富内 Okhotskoye 南部田名部 番人 七之助 男 26

1860.0409 東冨内 富内 Okhotskoye 南部烏沢村 番人 嘉吉 男 28

1860.1109 東冨内 富内 Okhotskoye 越後岩舟 番人 利七 男 28

1863.0224 東冨内 富内 Okhotskoye 越後岩舟 番人 寅吉 男 25

1863.0309 東冨内 富内 Okhotskoye 南部大畑 番人 徳松 男 44

1863.0513 東冨内 富内 Okhotskoye 越後出雲崎 番人 喜平治 男 42

1863.0715 東冨内 富内 Okhotskoye 越後出雲崎 番人 文五郎 男 23

函館奉行支配
1863.1004 東冨内 富内 Okhotskoye 林敬三郎妻 女 42

同心

函館奉行支配
1863.1108 東冨内 富内 Okhotskoye 林敬三郎長女 女 12

同心

函館奉行支配
1863.1128 東冨内 富内 Okhotskoye 林敬三郎長男 男 15

同心

1864.0219 東冨内 富内 Okhotskoye 函館在熊泊 番人 藤次郎 男 56

1864.0303 東冨内 富内 Okhotskoye 江差 左官職 幸太郎 男 39

1864.0402 東冨内 富内 Okhotskoye 秋田久保田 番人 金蔵 男 28

1864.0427 東冨内 富内 Okhotskoye 秋田久保田 番人 長蔵 男 28

1866.0318 榮濱 榮濱 Starodubskoye 羽後塩越村 金榮治 男

1860.0324 鵜城 鵜城 Orlovo 南部盛岡 林蔵 男

1862.0518 鵜城 鵜城 Orlovo 越前大野佐開村 清平衛 男

1862.01 鵜城 鵜城 Orlovo 南部五戸村 六平衛妻 女

1862.04 鵜城 鵜城 Orlovo 南部五戸村 六平衛娘 女 1

1863.03 鵜城 鵜城 Orlovo 秋田久保田 藤次妻 女

1863.06 鵜城 鵜城 Orlovo 秋田久保田 藤次娘 女 1

1866.0406 鵜城 鵜城 Orlovo 宇和島 宇和島藩足軽 土居小藤太 男

1867.04 鵜城 鵜城 Orlovo 越前足羽郡北潟村 八右衛門 男

1843.1229 西冨間 真岡 Kholmsk 南部下風呂 番人 佐賀長平衛 男

1850.0224 西冨間 真岡 Kholmsk 松前 平澤佐吉 男

1851.0511 西冨間 真岡 Kholmsk 松前 庄内谷乙吉 男

1851.0611 西冨間 真岡 Kholmsk 幕臣 野嵜某 野嵜達右衛門？

1855.02 西冨間 真岡 Kholmsk 松前 梅田金八 男

1857.0314 西冨間 真岡 Kholmsk 松前 金澤藤松 男 60

1857.0401 西冨間 真岡 Kholmsk 南部正津川村 吉田平次郎 男

1857.0510 西冨間 真岡 Kholmsk 松前 村上武右衛門 男

1857.12 西冨間 真岡 Kholmsk 幕臣 細田柳右衛門 男

1858.07 西冨間 真岡 Kholmsk 南部正津川村 番人 気仙春松 男

1858.12 西冨間 真岡 Kholmsk 幕臣 江澤門四郎妻 女 安

1859.0229 西冨間 真岡 Kholmsk 幕臣 森田千代松 男

1859.0521 西冨間 真岡 Kholmsk 南部九戸福岡 番人 佐藤由松 男

幕臣内藤英語
1859.11 西冨間 真岡 Kholmsk 萬吉 男

次郎家来

1860.0209 西冨間 真岡 Kholmsk 幕臣 江澤門四郎 男

1861.07 西冨間 真岡 Kholmsk 幕臣 野嵜達右衛門倅 男

1866.0815 西冨間 真岡 Kholmsk 川合金六男子 男

1866.09 西冨間 真岡 Kholmsk 南部大畑 番人 山本丑松 男

1867.0115 西冨間 真岡 Kholmsk 幕臣 鳥貝亮太郎 男

1859.0604 楠苗 久春内 Il'inskiy 幕臣 栗山太平 男 楠苗招魂場に墓

1862.0310 楠苗 久春内 Il'inskiy 幕臣 成瀬孺人 男 楠苗招魂場に墓

1860.0308 西白濱 白浦 Nevodskoye 幕臣 杉山半太夫源孝作 男
西白濱招魂場に合葬墓

1860.0313 西白濱 白浦 Nevodskoye 幕臣 杉山半太夫源孝作妻富子 女

1862.0210 リヤトマリ 利家泊 slaly Khirano 南部赤川村 番人 宮本弥吉 男

1867.1215 リヤトマリ 利家泊 slaly Khirano 南部大畑 番人 川村屋幸右衛門 男
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図 1 樺太（サハリン）の和人死亡地と墓所・招魂所

・和人死亡地

□墓所

◇招魂所

「白主村墓所幷死亡人取調書上」

「楠渓幷各場所墳墓之圖」

「各場所墳墓之圖」

「明治八年調 樺太州死亡人員調」

に基づく
東白濱＝白浦 (Vzmor'ye）

榮濱 (Starodubskoye）

ｵﾁﾖﾎｶ＝落帆 (Lesnoye）

東冨内＝富内 (Okhotskoye）

楠渓 (Korsakov） 小實＝池辺讃 (Ozerskiy）

ﾘﾔﾄﾏﾘ＝利家泊 (slaly Khirano）

白主 (Kril'on）

西冨間＝真岡 (Kholmsk）

西白濱＝白浦 (Nevodskoye）

楠苗＝久春内 (Il'inskiy）

鵜城 (Orlovo）

禮泊＝知取 (Makarov）

静河＝敷香 (Polonaisk）
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史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）
以
前
に
樺
太
で
死
亡
し
た
日

本
人
は
合
計
一
三
〇
名
で
あ
る
。
死
亡
地
別
で
は
、
人
数
の
多
い
順
に
、
白
主
四
三

名
、
楠
渓
（
久
春
古
丹
）
三
四
名
、
西
冨
間
（
真
岡
）
一
九
名
、
東
冨
内
（
富
内
）

一
五
名
、
鵜
城
八
名
、
オ
チ
ヨ
ホ
カ
（
落
帆
）
四
名
、
楠
苗
（
久
春
内
）
二
名
、
西

白
濱
二
名
、
リ
ヤ
ト
マ
リ
（
利
家
泊
）
二
名
、
榮
濱
一
名
と
な
る
（
図

）
。
地
域

1

別
で
は
西
海
岸
が
南
か
ら
順
に
白
主
・
西
冨
間
（
真
岡
）・
西
白
濱
（
白
浦
）・
楠
苗

（
久
春
内
）
・
鵜
城
の
五
ヶ
所
で
計
七
四
名
と
多
く
、
ア
ニ
ワ
湾
沿
岸
は
リ
ヤ
ト
マ

リ
（
利
家
泊
）
と
楠
渓
（
久
春
古
丹
）
の
二
ヶ
所
で
計
三
六
名
、
西
海
岸
は
東
冨
内

（
富
内
）・
オ
チ
ヨ
ホ
カ
（
落
帆
）・
榮
濱
の
三
ヶ
所
合
わ
せ
て
二
〇
名
で
あ
る
。
江

戸
時
代
の
樺
太
へ
の
和
人
の
進
出
は
、
東
海
岸
よ
り
も
西
海
岸
が
よ
り
顕
著
で
あ
り
、

そ
の
範
囲
も
東
海
岸
が
北
緯
四
七
度
付
近
に
留
ま
る
の
に
対
し
て
、
西
海
岸
で
は
四

九
度
付
近
に
及
ん
で
い
る
（
関
根
二
〇
一
二
）。

最
古
の
事
例
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
四
月
二
九
日
に
楠
渓
（
久
春
古
丹
）

で
死
去
し
た
会
津
藩
士
片
岡
仲
蔵
長
久
で
あ
る
。

死
亡
者
を
、
幕
府
関
係
者
、
松
前
藩
・
会
津
藩
・
宇
和
島
藩
関
係
者
、
民
間
人

（
成
人
男
性
・
成
人
女
性
・
男
児
・
女
児
）
に
区
分
し
、
十
年
単
位
で
死
亡
地
毎
に

集
計
し
た
（
図

）。

2

死
亡
地
別
で
は
、
一
八
〇
〇
年
代
か
ら
死
者
の
出
て
い
る
楠
渓
（
久
春
古
丹
）
が

最
も
古
く
、
そ
れ
に
一
八
一
〇
年
代
の
死
者
が
み
ら
れ
る
白
主
が
次
ぐ
。
一
八
〇
〇

年
代
に
楠
渓
（
久
春
古
丹
）
で
死
亡
し
た
人
は
全
て
文
化
五
年
の
樺
太
警
備
に
伴
う

会
津
藩
関
係
者
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
項
で
検
討
す
る
。
文
化
八
年
（
一
八

一
一
）
に
白
主
で
死
亡
し
た
の
は
、
白
主
勤
番
所
に
勤
務
し
て
い
た
幕
臣
の
遠
藤
津

右
衛
門
で
あ
る
。
一
八
三
〇
年
代
以
前
の
死
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
楠
渓

（
久
春
古
丹
）
と
白
主
だ
け
で
あ
る
。
白
主
で
は
一
八
二
〇
年
代
に
入
る
と
松
前
出

身
の
漁
場
の
番
人
が
三
名
記
載
さ
れ
て
い
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
幕
府
に
よ

る
松
前
・
蝦
夷
地
の
直
轄
廃
止
と
そ
れ
に
伴
う
松
前
藩
復
領
を
契
機
と
し
て
、
松
前

藩
が
積
極
的
に
樺
太
の
漁
場
開
発
に
乗
り
出
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
一
方
、

楠
渓
（
久
春
古
丹
）
で
も
一
八
一
〇
～
二
〇
年
代
に
民
間
人
の
死
者
が
記
録
さ
れ
て

お
り
、
ア
ニ
ワ
湾
沿
岸
で
も
漁
場
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
八
四
〇
年
代
に
は
、
白
主
に
加
え
て
、
新
た
に
西
海
岸
北
緯
四
七
度
付
近
の
西

冨
間
（
真
岡
）
で
も
漁
場
の
番
人
の
死
亡
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
八
五
〇
年
代
に
は
、
全
体
的
に
死
者
数
が
急
増
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
西
海

岸
北
緯
四
八
度
付
近
の
楠
苗
（
久
春
内
）
で
も
死
者
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

箱
館
開
港
に
先
立
ち
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
二
月
、
松
前
藩
に
東
部
木
古
内

以
東
、
西
部
乙
部
以
北
の
地
を
上
地
す
る
旨
の
幕
命
が
下
り
、
樺
太
（
北
蝦
夷
地
）

は
再
び
幕
府
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。
一
八
五
六
年
か
ら
五
九
年
ま
で
の
間
に
樺
太

で
死
亡
し
た
幕
府
関
係
者
は
、
白
主
四
名
、
楠
渓
（
久
春
古
丹
）
三
名
、
西
冨
間

（
真
岡
）
五
名
、
楠
苗
（
久
春
内
）
一
名
の
計
一
三
名
に
上
る
が
、
そ
の
内
の
五
名

を
妻
子
が
占
め
て
い
る
。
勤
番
に
同
伴
し
た
妻
子
に
と
っ
て
北
蝦
夷
地
の
環
境
が
過

酷
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

一
八
六
〇
年
代
に
は
、
新
た
に
ア
ニ
ワ
湾
沿
岸
の
リ
ヤ
ト
マ
リ
（
利
家
泊
）
、
西

海
岸
の
西
白
濱
・
鵜
城
、
東
海
岸
の
東
冨
内
（
富
内
）、
オ
チ
ヨ
ホ
カ
（
落
帆
）、
榮

濱
で
も
死
亡
者
が
加
わ
り
、
西
冨
間
（
真
岡
）
を
除
き
、
一
八
五
〇
年
代
に
比
べ
、

死
者
数
が
増
加
し
て
い
る
。
一
八
六
〇
年
代
の
死
亡
者
は
全
体
で
八
六
名
を
数
え
、

そ
の
う
ち
の
約
三
分
の
一
を
幕
府
関
係
者
が
占
め
、
そ
の
半
数
は
妻
子
で
あ
る
。

民
間
人
で
は
文
化
一
三
年
（
一
八
一
六
）
に
楠
苗
（
久
春
内
）
で
死
亡
し
た
勇
右
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図 2 樺太（サハリン）で死亡した和人 「白主村墓所幷死亡人取調書上」・「明治八年調 樺太州死亡人員調」に基づく
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衛
門
・
福
松
・
前
田
金
五
兵
衛
の
三
名
が
初
見
で
あ
る
。
慶
應
四
年
（
一
八
六
八
）

以
前
に
樺
太
で
死
亡
し
た
民
間
人
と
思
わ
れ
る
者
は
、
全
体
の
約
六
割
に
あ
た
る
七

九
名
で
、
う
ち
女
性
は
四
名
の
み
で
あ
る
。
職
業
が
判
明
す
る
者
は
番
人
二
六
名
、

孝
壽
丸
水
夫
四
名
、
左
官
一
名
で
あ
る
。
出
身
地
別
で
は
、
南
部
領
が
三
三
名
と
最

(
)

も
多
く
、
松
前
が
一
八
名
と
こ
れ
に
次
ぎ
、
以
下
多
い
順
に
秋
田
久
保
田
（
秋
田

市
）
四
名
、
羽
後
塩
越
（
秋
田
県
に
か
ほ
市
象
潟
町
）
三
名
、
越
後
出
雲
崎
（
新
潟

県
出
雲
崎
町
）
二
名
、
越
後
岩
舟
（
新
潟
県
岩
船
郡
）
二
名
、
江
差
（
北
海
道
江
差

町
）・
函
館
在
熊
泊
（
北
海
道
函
館
市
大
船
町
）・
仙
臺
黒
澤
尻
（
岩
手
県
北
上
市
）

・
越
前
大
野
佐
開
村
（
福
井
県
越
前
大
野
市
）
・
越
前
足
羽
郡
北
潟
村
（
福
井
県
あ

わ
ら
市
）・
加
賀
塩
谷
村
（
富
山
県
中
新
川
郡
上
市
町
）・
信
州
十
形
郡
下
脇
村
（
長

野
県
内
・
現
在
地
不
明
）
・
讃
岐
粟
島
（
香
川
県
三
豊
市
詫
間
町
）
が
各
一
名
と
な

っ
て
い
る
。
南
部
領
で
は
、
大
畑
（
青
森
県
む
つ
市
大
畑
町
）
が
七
名
と
最
も
多
く
、

正
津
川
村
（
む
つ
市
大
畑
町
正
津
川
）
の
五
名
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
以
下
多
い
順
に
、

烏
沢
（
む
つ
市
関
根
烏
沢
）
四
名
、
佐
井
村
（
青
森
県
下
北
郡
佐
井
村
）
三
名
、
田

名
部
（
む
つ
市
田
名
部
）
二
名
、
赤
川
村
（
む
つ
市
赤
川
町
）
二
名
、
五
戸
村
（
青

森
県
五
戸
町
）
二
名
、
川
代
（
む
つ
市
川
内
町
川
代
）・
北
郡
（
青
森
県
下
北
郡
）・

奥
戸
村
（
青
森
県
下
北
郡
大
間
町
奥
戸
）・
下
風
呂
（
下
北
郡
風
間
浦
村
下
風
呂
）・

尻
屋
（
下
北
郡
東
通
村
尻
屋
）・
小
田
澤
（
下
北
郡
東
通
村
小
田
野
沢
）・
九
戸
福
岡

（
岩
手
県
二
戸
市
福
岡
）
・
盛
岡
（
岩
手
県
盛
岡
市
）
が
各
一
名
で
あ
る
。
慶
應
四

年
（
一
八
六
八
）
以
前
に
樺
太
で
死
亡
し
た
民
間
人
と
思
わ
れ
る
者
の
な
か
で
、
下

北
出
身
者
は
、
実
に
三
分
の
一
強
を
占
め
て
い
る
。

三

文
化
五
年
会
津
藩
樺
太
警
備
で
死
亡
し
た
人
々

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
正
月
、
会
津
藩
に
蝦
夷
地
と
カ
ラ
フ
ト
警
備
の
幕
命
が

下
り
、
樺
太
島
警
備
陣
将
北
原
采
女
光
裕
率
い
る
約
七
〇
〇
名
は
、
自
在
丸
・
天
社

丸
・
日
吉
丸
・
正
徳
丸
・
永
宝
丸
の
五
隻
に
分
乗
し
、
四
月
一
三
日
に
松
前
を
出
帆
、

一
九
日
に
持
ち
場
で
あ
る
久
春
古
丹
（
楠
渓
）
に
到
着
し
、
樺
太
警
備
の
任
に
就
い

た
（
会
津
若
松
市
史
研
究
会
編
二
〇
〇
六
）。

樺
太
到
着
後
、
最
初
に
死
亡
し
た
片
岡
仲
蔵
長
久
は
、
四
月
二
八
日
の
朝
、
中
田

清
吾
に
よ
り
脇
差
で
腹
を
刺
さ
れ
翌
日
に
死
去
、
そ
の
場
で
自
害
し
た
中
田
清
吾
と

と
も
に
本
陣
営
の
向
之
山
へ
埋
葬
さ
れ
た
（
市
立
函
館
図
書
館
蔵
『
出
軍
記
』
下
巻
）。

「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」
に
は
六
月
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
樺
太
を

離
れ
る
七
月
の
初
め
に
か
け
て
楠
渓
（
久
春
古
丹
）
に
駐
留
す
る
会
津
藩
関
係
者
の

う
ち
七
名
も
の
死
亡
者
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
出
陣
海
街
道
日
記
』（
市
立
函
館
図

書
館
蔵
）
に
は
、
こ
の
年
の
六
月
・
閏
六
月
が
天
候
不
順
で
寒
さ
と
湿
気
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
六
月
二
五
日
の
条
に
は
、
夏
場
に
も

関
わ
ら
ず
「
小
雨
降
寒
気
甚
敷
火
ヲ
焚
キ
あ
た
り
居
蒲
団
着
居
候
」
と
あ
る
。
樺
太

到
着
後
二
ヶ
月
が
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
慣
れ
な
い
寒
冷
地
で
体
調
を
崩
し
病
死
す
る
も

の
が
相
次
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

(
)

四

招
魂
所
と
墓
所
に
つ
い
て

招
魂
所
（
招
魂
場
）
は
白
主
・
東
冨
間
（
富
内
）・
禮
泊
（
知
取
）・
西
冨
間
（
真
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岡
）
・
西
白
濱
（
白
浦
）
・
楠
苗
（
久
春
内
）
の
六
ヶ
所
、
墓
所
は
楠
渓
（
久
春
古

丹
）・
小
實
（
池
辺
讃
）・
榮
濱
・
東
白
濱
（
白
浦
）・
静
河
（
敷
香
）・
鵜
城
の
六
ヶ

所
が
図
示
さ
れ
て
い
る
（
表

・
図

）
。
い
ず
れ
も
高
さ
一
・
二
～
一
・
八
メ
ー

3

3

ト
ル
程
度
の
土
塁
で
方
形
に
区
画
し
、
入
口
を
一
ヶ
所
設
け
て
い
る
。
入
口
に
は
、

西
冨
間
（
真
岡
）
と
鵜
城
を
除
い
て
冠
木
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
表
口
は
最
大
二

四
間
三
尺
か
ら
最
小
三
間
三
尺
ま
で
、
奥
行
は
最
大
三
〇
間
半
か
ら
最
小
六
間
三
尺

ま
で
、
面
積
は
最
大
四
八
八
坪
か
ら
最
小
二
七
坪
四
合
五
勺
ま
で
、
い
ず
れ
も
ま
ち

ま
ち
で
全
く
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
西
冨
間
（
真
岡
）
の
招
魂
場
だ
け
が
土
塁

の
外
側
に
幅
六
尺
の
堀
を
有
し
て
い
る
。
な
お
、
白
主
・
東
冨
間
（
冨
内
）
禮
泊

（
知
取
）
の
三
ヶ
所
の
招
魂
所
が
「
修
繕
略
絵
図
」
と
さ
れ
て
お
り
、
施
設
中
央
に

「
招
魂
所
」
と
書
か
れ
た
笠
塔
婆
形
の
標
柱
が
建
て
ら
れ
、
や
や
写
実
的
に
描
か
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
他
は
土
塁
の
内
側
に
施
設
は
な
く
、
絵
の
表
現
法
は
設
計
図

面
に
近
い
。

招
魂
所
と
墓
所
の
違
い
は
、
施
設
中
央
に
「
招
魂
所
」
と
書
か
れ
た
笠
塔
婆
形
の

標
柱
の
有
無
に
あ
る
。
白
主
招
魂
場
に
関
し
て
は
標
柱
の
詳
細
な
図
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
笠
塔
婆
形
の
標
柱
は
、
下
端
一
丈
四
尺
四
方
、
上
端
一
丈

一
尺
四
方
、
高
さ
四
尺
の
土
塁
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

招
魂
と
は
本
来
、
天
か
ら
死
者
の
霊
を
招
き
降
し
鎮
祭
す
る
と
い
う
宗
教
観
念
で

あ
る
。
わ
が
国
で
は
招
魂
祭
は
幕
末
に
長
州
藩
が
忠
死
者
や
戦
没
者
等
の
国
事
受
難

者
を
対
象
と
し
て
始
ま
り
、
最
初
の
招
魂
場
は
長
州
藩
に
よ
り
攘
夷
実
行
直
後
に
下

関
に
造
ら
れ
た
（
村
上
一
九
七
四
）
。
村
上
重
良
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
幕
末
維
新

期
の
異
常
と
も
い
え
る
内
外
の
緊
張
状
態
の
中
で
形
作
ら
れ
た
招
魂
の
思
想
は
、
多

民
族
・
他
国
民
に
対
し
て
極
め
て
排
他
的
で
あ
り
、
内
に
対
し
て
も
朝
敵
の
死
者
は

表 3 「白主村墓所幷死亡取調書上」に記載された樺太にある招魂所・墓所の構造と規模

区 所在地 規模 施設

分 表記名 樺太地名 現地名 表口 後幅(裏口) 奥(裏)行 面積(坪数) 土塁高 門 堀 標柱

白主 白主 Kril'on 8間半 記載なし 6間半 55坪3合5勺 記載なし 有 無 有

東冨間 富内 Okhotskoye 11間半 記載なし 11間半 133坪3合5勺 記載なし 有 無 有
招

禮泊 知取 Makarov 6間半 記載なし 6間半 42坪2合5勺 記載なし 有 無 有
魂

西冨間 真岡 Kholmsk 18間3尺 18間3尺 記載なし 324坪 6尺 無 幅6尺 無
所

西白濱 白浦 Nevodskoye 不明 有

楠苗 久春内 Il'inskiy 不明 有

楠渓 楠渓 Korsakov 15間半 16間半 30間半 488坪 6尺 有 無 無

小實 池辺讃 Ozerskiy 24間3尺 記載なし 13間3尺 276坪1合 6尺 有 無 無

墓 榮濱 榮濱 Starodubskoye 10間1尺 記載なし 13間1尺 110坪8合3勺 6尺 有 無 無

所 東白濱 白浦 Vzmor'ye 3間3尺 記載なし 7間5尺 27坪4合5勺 5尺 有 無 無

静河 敷香 Polonaisk 5間3尺 記載なし 6間3尺 35坪7合5勺 4尺 有 無 無

鵜城 鵜城 Orlovo 10間3尺 記載なし 14間3尺 152坪2合5勺 5尺 ？ 無 無
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全
く
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

招
魂
場
（
招
魂
社
）
の
数
は
、
維
新
直
後
の
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
二
一
社
、

翌
二
年
に
三
八
社
、
三
年
に
は
一
九
社
と
、
各
地
で
急
速
に
創
建
さ
れ
て
い
っ
た
。

樺
太
の
招
魂
所
が
何
時
つ
く
ら
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
白
主
・
東
冨
間
（
富

内
）
・
禮
泊
（
知
取
）
の
三
ヶ
所
の
招
魂
所
が
「
修
繕
略
絵
図
」
と
表
記
さ
れ
、
明

治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
修
繕
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
樺
太
で
は
こ
れ
ら
三
ヶ
所

の
慰
霊
施
設
が
他
の
招
魂
所
や
墓
所
に
先
行
し
て
造
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

(
)

樺
太
各
所
に
設
け
ら
れ
た
招
魂
所
や
墓
所
が
、
「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書

上
」
が
作
成
さ
れ
た
段
階
、
す
な
わ
ち
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
の
締
結
直
前
の
段
階

に
修
繕
な
い
し
新
設
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
時
あ
た
か
も
明
治
新
政
府
に
よ

る
初
め
て
の
対
外
戦
争
で
あ
る
台
湾
の
役
殉
難
者
が
明
治
天
皇
の
命
で
東
京
招
魂
社

へ
合
祀
さ
れ
た
の
と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
背
景
に
は
対
外
意
識
の
高
揚
が
指
摘
で

き
よ
う
。お

わ
り
に

本
稿
で
検
討
し
た
「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」
を
は
じ
め
と
す
る
一
連

の
史
料
は
、
一
九
世
紀
に
本
格
化
し
た
樺
太
へ
の
和
人
の
進
出
や
、
明
治
政
府
に
よ

る
政
教
政
策
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
の
締
結
を
目
前

に
控
え
た
時
期
に
、
国
家
の
意
志
に
よ
り
、
樺
太
に
骨
を
埋
め
た
日
本
人
の
足
跡
を

記
録
し
、
樺
太
の
地
に
記
念
物
が
設
け
ら
れ
た
背
景
に
、
樺
太
の
領
有
に
対
す
る
強

い
執
着
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
稿
は
、
関
根
を
研
究
代
表
者
と
す
る
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
基
盤
研
究

（
Ａ
）
「
中
近
世
北
方
交
易
と
蝦
夷
地
の
内
国
化
に
関
す
る
研
究
」
（
課
題
番
号:

2
2
2
4
2
0
2
4

）
の
研
究
成
果
の
一
部
を
含
む
。

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
利
尻
島
な
ら
び
に
宗
谷
護

国
寺
跡
の
会
津
藩
関
係
者
墓
標
調
査
で
お
世
話
に
な
っ
た
西
谷
榮
治
氏
（
利
尻
町
教

育
委
員
会
）・
山
谷
文
人
氏
（
利
尻
富
士
町
教
育
委
員
会
）・
斉
藤
譲
一
氏
（
稚
内
市

教
育
委
員
会
）
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（

）
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
四
月
三
日
、
国
道
新
設
の
た
め
白
主
勤
番
所
跡
付
近
を

1
測
量
し
て
い
た
樺
太
庁
土
木
課
員
鈴
木
愛
三
に
よ
り
、
函
館
奉
行
所
支
配
下
白
主
勤

番
所
詰
足
軽
倉
内
忠
左
衛
門
の
妻
子
の
墓
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
墓
石
に
は
正
面

右
側
に
「
空
観
光
禅
定
尼

安
政
四
丁
巳
歳

四
月
十
三
日
没
」
、
同
じ
く
正
面
左

側
に
「
釈
露
孺
子

安
政
四
丁
巳
歳

四
月
二
十
二
日
没
」
、
裏
面
に
「
生
国
佐
渡

雑
太
郎
新
街

倉
内
忠
左
衛
門
幸
忠
妻
い
し
事
産
者
箱
館
新
兵
衛
娘

与
予
在
勤
当

地
臥
病
三
十
九
歳
没
」
、
「
俗
名
唐
一
郎

倉
内
忠
左
衛
門
幸
忠
男
子
於
当
地
終
」
と

彫
ら
れ
て
い
た
と
い
う
（
相
川
町
史
編
纂
委
員
会
二
〇
〇
二
『
佐
渡
相
川
郷
土
史
事

典
』
）。
ま
た
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
施
政
三
〇
周
年
記
念

樺
太
写
真
帖
』
に
は
、
白
主
勤
番
所
跡
付
近
で
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
墓
地
の
写

真
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
近
世
墓
標
と
お
も
わ
れ
る
櫛
形
と
丘
状
頭
角
柱
形
の
墓
石

が
各
一
基
並
ん
で
写
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
九
月
に
サ
ハ
リ
ン
大
学
考
古
学
・
民

族
誌
研
究
所
と
共
同
で
行
っ
た
白
主
会
所
跡
の
確
認
調
査
の
際
、
付
近
一
帯
を
踏
査

し
た
が
、
そ
れ
ら
の
近
世
墓
標
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

（

）
孝
壽
丸
は
伊
達
林
右
衛
門
・
栖
原
半
六
の
雇
船
で
、
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
二

2
月
、
久
春
古
丹
付
近
の
ハ
ツ
コ
ト
マ
リ
沖
で
破
船
し
、
乗
組
員
の
う
ち
病
人
は
久
春

古
丹
で
越
年
し
た
（
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
箱
館
奉
行
所
文
書
薄
書
九
七
件
名
番
号
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五
六
）。
な
お
、「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」
に
お
い
て
慶
應
三
年
（
一
八

六
七
）
三
月
五
日
に
死
亡
し
た
と
し
て
孝
壽
丸
舩
中
と
書
か
れ
て
い
る
三
之
助
は
、

「
明
治
八
年
調

樺
太
州
死
亡
人
員
調
」
で
は
加
賀
国
塩
谷
村
（
富
山
県
中
新
川
郡

上
市
町
）
出
身
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
物
は
、
同
年
七
月
九
日
に
死
亡
届
（
箱
館

奉
行
所
文
書
薄
書
九
七
件
名
番
号
六
四
）
が
出
さ
れ
て
い
る
松
前
唐
津
内
町
阿
部
屋

利
左
衛
門
手
船
水
主
三
之
助
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
、
「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取

調
書
上
」・
「
明
治
八
年
調

樺
太
州
死
亡
人
員
調
」
の
記
載
が
間
違
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

（

）
文
化
五
年
七
月
一
三
日
増
毛
到
着
の
時
点
ま
で
に
病
死
し
た
会
津
藩
樺
太
警
備
関

3
係
者
は
一
四
名
と
さ
れ
る
（
『
出
軍
記
』
下
巻
）。

利
尻
島
に
は
、
文
化
五
年
の
会
津
藩
蝦
夷
地
出
陣
関
係
者
（
樺
太
詰
な
ら
び
に
利

尻
詰
）
の
墓
標
八
基
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
樺
太
警
備
関
係
者
と
確
定
で
き

る
の
は
、
樺
太
か
ら
の
帰
路
死
亡
し
た
次
の
三
名
で
あ
る
。

・
諏
訪
幾
之
進
光
尚
（
樺
太
詰
北
原
隊
所
属
二
百
石
外
様
士
）

七
月
一
〇
日
没

・
丹
羽
織
之
丞
下
僕
茂
右
衛
門
（
河
沼
郡
駒
板
村
所
生
）

七
月
一
二
日
没

・
白
石
又
右
衛
門
下
僕
宇
兵
衛
（
耶
麻
郡
夷
田
村
所
生
）

八
月
二
日
没

宗
谷
護
国
寺
跡
に
は
、
文
化
五
年
の
会
津
藩
蝦
夷
地
出
陣
関
係
者
の
墓
標
三
基
が

残
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
樺
太
警
備
関
係
者
と
確
定
で
き
る
の
は
、
樺
太
か
ら
帰
路

宗
谷
に
向
か
う
七
月
八
日
に
死
亡
し
た
原
田
嘉
重
郎
記
里
（
日
向
隊
物
頭
伊
東
只
右

衛
門
配
下
で
久
春
古
丹
（
楠
渓
）
か
ら
ル
ウ
タ
カ
に
派
遣
）
だ
け
で
あ
る
（
吉
原
二

〇
〇
九
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
文
化
五
年
の
会
津
藩
樺
太
警
備
関
係
者
の
内
、
樺
太
で
の
死

亡
者
数
は
、
「
白
主
村
墓
所
幷
死
亡
人
取
調
書
上
」
に
記
載
さ
れ
た
八
名
を
大
き
く

超
え
る
こ
と
は
な
く
、
ほ
ぼ
正
確
な
数
と
評
価
で
き
る
。

（

）
東
冨
間
・
禮
泊
・
白
主
の
三
ヶ
所
の
招
魂
所
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
一

4
月
に
楠
渓
支
配
人
代
の
鈴
木
久
三
衛
門
か
ら
開
拓
使
樺
太
支
庁
庶
務
課
宛
に
修
繕
完

了
届
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
修
繕
に
要
し
た
「
惣
人
夫
」
は
、
東
冨

間
が
七
四
人
（
「
和
人
」
一
二
人
・
「
土
人
」
六
二
人
）、
禮
泊
が
六
一
人
（
「
和
人
」

一
三
人
・
「
土
人
」
四
八
人
）、
白
主
が
六
八
人
（
「
和
人
」
一
七
人
・
「
土
人
」
六
一

人
）
で
あ
り
、
招
魂
所
の
修
繕
に
樺
太
ア
イ
ヌ
が
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

【
引
用
文
献
】

会
津
若
松
市
史
研
究
会
編

二
〇
〇
六

『
会
津
若
松
市
史

資
料
編
四

会
津
藩

第
七
代
藩
主
松
平
容
衆
年
譜

付
文
化
五
年
会
津
藩
蝦
夷
地
出
陣
関
係
史
料
』

関
根
達
人

二
〇
一
二

「
場
所
図
・
古
地
図
に
み
る
一
八
五
〇
年
代
の
樺
太
（
サ

ハ
リ
ン
）
島
に
お
け
る
先
住
民
族
と
国
家
―
目
賀
田
帯
刀
筆
『
北
海
道
歴
検
図
』

の
検
討
を
中
心
に
―
」『
北
海
道
・
東
北
史
研
究
』
八
号

～

頁

1

32

村
上
重
良

一
九
七
四

『
慰
霊
と
招
魂
―
靖
国
の
思
想
―
』

岩
波
新
書
九
〇
四

吉
原
裕

二
〇
〇
九

『
宗
谷
護
国
寺
跡
「
旧
藩
士
等
の
墓
」
に
関
す
る
調
べ
』

（
せ
き
ね
・
た
つ
ひ
と

弘
前
大
学
人
文
学
部
教
授
）


